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｜高まるカントリー・リスク

中
嶋
去
る
十二
月
十
六
日に、
東
京で
行
わ

れた
民主
中
国
陣
線（中国民主連合）
の
日
本

支部
結
成
大
会に
は、
中
国当
局や
駐日
大
使

館
筋の
様々
な
干
渉に
も
拘わ
ら
ず三
五
O
人

戸
前
後の
人々
が
参
加
し
まし
た。
当日の
集
会

に
参
加し
た
くて
もで
き
ない
立
場の
人び
と

も
多かっ
た
は
ずで、
中
国
民
主
化
運
動に
対

す
る
支
持
基
盤が
日
本に
い
る
中
国人の
聞に

も
大きく
拡がっ
てい
ると
と
を示
して
い
ま

JF宮神ね誌や丸五九Jタ一y
eyfぐf日

－
hμ
包置

中国民主化の火は消えず

一

ル

八
八
年
北
京
師
範
大
学
入
学 。
翌
年
北
京
市
大
学
自
治
連
合

会
主
席
と
し
て
民
主
化
運
動
の
先
頭
に
立
つ＠
指
名
手
配
さ

れ
た 。
民
主
中
国
陣
線
を
作
っ
て 、
現
在
副
主
席 。
在
米 。

現
在の
中
国
社
会に
は、
人
民の
側の
あ
る
種

の
抵
抗
戦線
がい
ろい
ろ
な
形で
出
来てい
る

と
思い
ま
す。
中国
民
衆の
あい
だ、
と
くに

学
生
や
青
年に
あ
る
郵
小
平・
江
沢
民体
制へ

の
強い
反
発
を
肌で
感
じ
ま
し
た。

方
潤
南
ハ
イジ
ャッ
ク
事
件の
背景に
天
安

門
事
件が
あ
る
とい
うの
は
その
通
勺で
しょ

う。
最
近で
は
十二
月九
日の
学
生
救
国
記
念

日に、
三
O
人
あ
ま
りの
学
生が
北
京
放
送
局

前で、
「ど
うして
中
国はζ
ん
なに
貧
し
い

の
か」
とい
うスロ
ーガ
ン
をか
か
げて
デモ

中
園咽
届明
鎗
氏

東
京
外
国
語
大
学
教
授 。
現
代
中
国
学、
園

際
関
係
論
専
攻 。
一
九
三
六
年
松
本
市
生
れ 。
東
京
外
国
語

大
学
中
国
科
卒。
東
大
大
学
院
修
了 。
社
会
学
捕同
士 。
著
書

に
『
北
京
烈
烈』『
中
ソ
対
立
と
現
代』『
中
国
の
悲
劇』
得 。

円前、、辻法一

．Nベ、

す。た
また
ま
同
じ
日に
中
国
民
航
機
乗っ
取
り

とい
う
衝
撃
的
な
事
件が
あ
り
ま
し
た
が、
と

の
事
件
も天
安
門
事
件の
深
刻
な
後
遺
症
だ
と

考
えていい
で
しょ
う。

実
は
私
自
身
十一
月の
下
匂に
中
国
を
訪

れ、
六・
四
事
件以
来
初め
て
天
安
門
広場の

現
場に
行っ
て
み
ま
し
た
が、
あ
た
り一
帯に

残
る
緊
張
し
た
雰
囲
気に
触
れて、
なぜ
今
も

っ
て
北
京の
戒
厳
令が
解
除で
き
ない
か
が
非

常に
よ
く
わ
か
り
まし
た。
私の
見
る
とζ
ろ、

わ
た
し
た
ち
が
中
南
海
に
潜
っ
て
老
人
た
ち
を
殺
す
こ
と
は
て
き
ま
せ
ん
。

し
か
し、

民
主
中
国
陣
線
が
存
在
し
て
い
る
こ
と

自
体
が
中
国
共
産
党
に
対
し
て
は
ひ
と
つ
の
威
圧
な
の
て
す。

独
裁
政
治
を
批
判、
非
難
し
続
け、
そ
れ
を
孤
立
さ
せ
て
ゆ
き
ま
す
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と
ん
も仏
状
況は
国
民
党が
大
陸
か
ら
台
湾に
逃

げ
る
前と
同
じよ
うな
もの
で、
国
民の
生
活

は
ま
す
ま
すみ
じめ
に
なっ
てい
ま
す。

万
潤
南
次は
債
務
問
題で、
世
界銀
行の一

番低い
見
積
りで
も
中
国の
債
務はい
ま二
百

四
十
億
米ドル、
実
際はζ
れ
以
上
で
しょ
う。

中
嶋
私は四
百
数十
億
米ドル
と
推
定
して

い
ま
し
た
が、
つ
い
最
近、
中
国当
局の
発
表

で
は四
百
億
米ドル
を
超
え
た
そ
うで
す。

万
潤
南
し
か
もそ
れに
は
利
息の
増
額
分
が

試
算き
れてい
ませ
ん。
さ
らにレ
I
Jの
問

題
が
あっ
て、
実
際の
借金
は
倍く
らい
に
な

っ
てい
る。
以
上
は
対
外
債
務で
すが、
こ
れ

に
加
えて
第三
に
国
内の
債
務
が
あ
り
ま
す。

と
れ
は
国
民の
給
料の
中
か
ら
天
引
きで
強
制

的に
国
債
を
買わせ
てい
る
とい
うひ
どい
有

様で、
その
額
は
八
百
億
元に
も
なっ
てい
ま

す。
第四
に
信
用の
問
題
が
あ
り
ま
す。
ア

メ
uyカの
銀
行
筋の
評
価で
も
中
国の
カン
ト

9
1・
9ス
ク
はい
ま
急
激に
高
まっ
てい
ま

す。最
後に
問
題
なの
は
引
締め
とい
う経
済政

策が
そ
も
そ
も間
違っ
てい
るこ
とで
す。
し

か
も
国民は
も
う
何も
信
用し
なく
な
り
ま
し

響
欝
罫
融
和
島
区
I－

ぶ得意
2hAてみてもt・さらに重大なこっ

ワ
の
問
題に
彼らは
触れ
なかっ
た。
一
つ
は
政

治
改
革で、
一
党独
裁
を
終
えて、
政
治
的
多

元
化
を
実
現
するとい
うこ
と、
も
う一
つ
は

根
本的
な
所有
権の
問
題で
す。
中
国で
は
こ

の
二
つ
の
問
題
が
解
決
さ
れ
ない
限
り
何
も
始

ま
ら
ない。
従っ
て、
学
生た
ちの
目
標
と、

党の
政
府
内の
改
革
派の
目
標
は一
致
してい

ませ
ん。
学
生の
目
標
は
最
初か
ら
政
治
的
な

もの
で
し
た。
つ
ま
り、
共
産
党の一
党独
裁

を
終らせ
るこ
と
だっ
たの
で
す。
一
党独
裁

が
あ
る
か
らと
そ「
官
倒」
も
発
生
す
るの
で

す。
とと
ろが
越
紫
陽
た
ちに
は
政
治
問
題
を

登
場
させ
るの
は
早
すぎ
たの
で
しょ
う。
趨

紫
陽
は
あく
まで
体
制
内の
改
革
派、
学
生た

ち
が
望ん
だの
は
体
制
その
もの
の
改
革で
し

た。
た
だ
私の
感
触で
は、
最
終段
階で
は、

越
紫
陽
自
身、
政
治
問
題の
所在
を
認め
な
け

れ
ば
な
ら
なく
なっ
たの
で
す。
るの
か
ぎ－り

で
学
生と
は
あ
る
程
度の
連
合がで
き
る。
た

だ
し
連
合といっ
て
も
あく
ま
で
「
あ
る
程

度」の
もの
で
完
全
な一
致で
は
あ
り
ませ
ん。

中
嶋
党の
最
高指
導部の
なかで
の
胡
啓立

（当時、
政治局常務
委員）
の
役
割に
つ
い
て
伺

い
たい
の
で
すが、
三
年
前の
民
主
化
運
動

中国民主化の火は消えず

そ
れに、
地
方との
力
関
係も
変わ
り
ま
し

た。
昔は
中央
が
しっ
か
りと
地
方
をコ
ン
ト

ロ
ール
し
てい
て、
引
締め
よ
うと
思
え
ばで

きたの
で
すが、
今で
はい
く
ら
中央
が
や
ろ

うと
し
て
も、
地
方は
相
手に
し
ませ
ん。

中
嶋
引
締め
政
策
をや
るに
は一
方で
政
治

改
革
を
や
ら
ない
とい
け
ない。
民
主
化も
抑

えて
引
締め
政
策
を
や
るの
で
は、
国
民は
何

の
意
欲
も
もて
な
く
な
り
ま
す。
と
こ
ろで

万
潤
南
さん
は
中
国
共
産
党十三
回
大
会の
越

紫
陽
報
告に
あっ
た
沿
海地
区
経
済
発
展
戦
略

とい
うの
を
ど
う評
価
さ
れてい
ま
すか。

万
潤
南
私
は
あの
草
案に
直
接か
か
わっ
て

はい
ませ
ん
が、
と
て
もい
い
経
済政
策
だ
と

思
う。
中
国は
広い
の
で、
各
地
方に
同じ
よ

うな
大
雑
把
な
政
策
を
出
して
もしょ
うが
な

い。
地
方の
発
展の・へ
1ス
に
応脅して
や
る
方

がい
い
で
すね。
中
国
経
済改
革の
グル
ープ

に
は
「三・
五・
八」
計
画とい
うの
が
あっ

て、
三
年、
五
年、
八
年の
中
長
期
計
画で
す

が、
スロ
ー
ガン
と
して
は
政
府の
干
渉はで

き
るだ
け小
さく
して
市
場
原
理に
よっ
て
企

業
を
発
展
させ
る
とい
うもの
で
す。
そ
れ
は

よ
かっ
たの
で
すが、
欠
点
と
して
は、
中
国

’
’

で
－

番
肝
心
な
財
産
所
有
権
の
問
題
を
み
な
避

、

の
と
き
も
胡
啓
立
は
最
後
に
く
だ
け
て
し
ま
い

ま
し
た
ね。
彼は
学
生
運
動の
P1
ダ
ー
とい

うζ
とで
は
ウ
アル
カ
イシ
さんの
先
輩で
す

が、
い
つ
も
日
和
見主
義的で
決
定
的
な
役割

を
果た
さ
なかっ
た
と
思
うの
で
すが・

ウ
アル
カ
イ
シ
全く
同
感で
す。
学
生
や
市

民
た
ち
が
勝
ち
そ
うに
なっ
た
段
階で
は、
胡

啓立
は
学
生に
賭
けよ
うと
し
た
とこ
ろ
が
見

え
た
け
れ
ど、
軍
隊の
虐
殺が
起
る
と
ま
た
す

ぐ
変わっ
て
し
まっ
た。
人
格
的に
は
感心
し

ませ
ん。

中
嶋
民
主
化
運
動とい
うの
は
単
な
る
民
主

化で
は
な
く、
「
反・
革
命」（
の0
5
5H20・

－
E
g）、
い
わ
ば
革
命
権
力へ
の
対
抗
だ
と
思

うんで
すね。
民
主
化が
同
時に
反
共
産
党に

な
ら
ざ
る
を
得
ない
こ
と
は
ま
さに
東ヨ
ーロ

ッパ
で
今
起っ
てい
るζ
とで
す。
「も
う
共

産
党で
は
だめ
だ」、
「
も
う
社会
主
義で
は
だ

め
だ」
とい
う
問
題
意
識
が
今
回の
中
国の
民

主
化
運
動の
底
流に
あっ
たの
で
は
私い
か
と

私
は
見てい
ま
し
た。

ウ
アル
カ
イ
シ
私
た
ちの
目
標
は、
あく
ま

で一
党独
哉の
体
制
を
終わ
らせ
る
とい
うこ

とで
す。
つ
ま
りどの
党
を
支
持
する
かの
選

択の
自由
を
国
民に
与
え
ると
とで
す。
だ
か

けて
通っ
た
こ
とで
す。

⑨
ー中
国ゼ
の
血の
犠
牲の
衝
撃

中
嶋
ウ
アル
カイシ
さ
ん
に
伺い
たい
の
で

すが、
去
年の
五
月
十六
日に、
趨
紫
陽
総
書

記
がゴ
ル
バ
チョ
フ
書
記
長
と
会
見
し、
「
中

国で
は
すべ
て
の
重
要
な
決
定
は
郵
小
平
同
志

に
ゆ
だ
ね
ら
れ
る」
とい
う
党の
十三
期一
中

全会の
秘
密決
議
を
暴
露
し
ま
し
た
ね。
その

瞬
間
か
ら、
民
主
化
運
動
と
党内の
権
力
闘
争

が
結びつ
い
て
デモ
が
すご
く
大
きく
なっ
て

いっ
た。
あ
な
た
や
王
丹
さん
が
李
鵬
首
相
と

や
り
あっ
た
直
後に、
趨
紫
陽
は
天
安
門
広場

に
降
りて
きて
「い
ま
自分は
こ
こ
に
来るの

が
遅
すぎ
た、
あ
なた
方の
要
求は
当然だ」
と

言い
ま
した
ね。
と
うして
郵
小
平・
李
鵬に

とっ
て
き
わめ
て
深
刻
な
状
況が
生
れ、
戒
厳

令、
そ
して
血の
弾圧
とつ
な
がっ
てい
くの

で
すが、
あ
なた
が
た
は
当
初、
越
紫
陽
も

「
官
倒」（官僚ブロ
ーカー）
の一
人
と
して
批

判
してい
ま
し
た。と
の
経過
を
振り
返っ
て、

越
紫
陽の
政
治
的
役
割
をど
う考え
ま
すか。

ウ
アル
カ
イシ
趨
紫陽
と
胡
耀
邦に
対
して

は、
その
経
済政
策に
つ
い
て
は
学
生た
ち
は

感心
し
てい
ま
し
た。
とと
ろ
がい
く
ら
経
済 一一一 202一一一

ら
も
し
共
産
党
が
私
た
ち
の
運
動
を
「
反
革
命

だ」
とい
い
たい
の
な
ら、
仕
方
が
ない、
言

わせ
て
お
く
まで
で
す。
（笑）

万
潤
南
中
国に
はい
ま「四つ
の
堅
持」
と

い
わ
れ
る
もの
が
あっ
て、
その
中ぽ
は
「
社

会
主
義の
道
を
歩め」
と
か
「
共
産
党の
指
導

を
堅
持し
な
け
れ
ば
な
ら
ない」
とい
うもの

が
あ
る。
社会
主
義の
道
を
歩む
と
い
う
の

は、
経
済
面で
すべ
て
の
国
民
をコ
ン
トロ
ー

ル
し
よ
うとい
うこ
とで
すし、
そ
れ
は
必
然

的に
生
活レ
ベ
ル
の
低
下
を
き
た
し
ま
し
た。

そ
して
共
産
党の一
党独
裁こ
そ
が
中
国の
政

治の
不
安
定
を
もた
ら
してい
る。
と
の
こ
つ

を
打
破
し
ない
限
り
中
国は
こ
れ
以
上
発
展で

き
ない。
だ
か
らこ
そ
学
生
運
動が
爆
発し
た

わ
けで、
と
れ
が
部
小
平の
い
う
い
わ
ゆ
る

「
小
気
候」
で
す。

と
こ
ろで
中嶋
さん
が
さ
きほ
どおっ
しゃ

っ
た
「反
革
命」
とい
う
定
義に
つ
い
て
は、

私は
ちょっ
と
違
う考
え
方
を
してい
ま
す。

い
わ
ゆ
る
「
革
命」
とい
うの
は
歴
史の
自
然

な
成
り
行
きに
応じ
るこ
と
をい
うの
で、
そ

れに
逆
らっ
て
阻
止
するの
が「
反
革
命」
で

す。
今、
学
生
や
市
民
た
ち
が
求
め
て
い
る

の
は、
ま
さに
歴
史の
成
り
行
き
に
沿っ
て

一一一 203一一ー



い
るの
で
すか
ら、
ζ
れ
ζ
そ
が
「
革
命」

と
て
も
耐
えら
れ
ない
だ
ろ
うと
思
う。

で
あっ
て、
「
反
革
命」
は
郵
小
平
の
ほ
うで

その
場合、
ある
意
味で
客
観
情
勢は
あ
な

す。

た
方に
非
常に
有
利で
す。
た
だ、
中
国に
と

中
嶋
私の
言お
うと
し
たζ
と
も
同
じζ
と’
つ
て
は
残
念
なこ
と
だっ
たの
で
すが、
東
欧

で
す（笑三
私は
去
る
九
月に
東
欧に
行き、

諸
国が
あっ
とい
う
聞に
変わっ
たの
も、
天

十一
月に
はソ
連に
も
行き
ま
し
た
が、
共
産
安
門
事
件とい
う中
国で
の
血の
犠
牲
の
上

党独
裁、
社
会主
義・
共
産主
義で
は
も
うだ
に、
その
衝
怒と
影
響の
上に
成
りたっ
てい

め
だ
とい
うこ
と
か
ら
東
欧が
内
部
か
ら
崩れ

る
と
見
ら
れ
るこ
とで
す。
た
だ
将
来
も
う一

ていっ
たと
と
は
間
違い
ない。
ソ
連は
巨
大

田
中
国で
大き
な
民
主
化
運
動が
起っ
た
と
き

念国だ
か
ら
そ
う
簡単に
急
激
な
変化は
ない

に、
東
欧
やソ
連の
情
勢
をみ
て、
中
国の
権

もの
の、
や
が
てい
つ
の
日
かソ
連
も
同
じ
よ

力
者た
ち
が、
果
た
し
て
再び
銃
撃で
そ
れ
を

うなと
とに
な
る
か
もし
れ
ませ
ん。

抑
え
るζ
と
が
可
能だ
ろ
うか。
全く
ない
と

）一
方、
中
国につ
い
て
は、
「
中
国は
農
村
も
は
言
え
ませ
ん
が、
非
常に
難しい
と
思
わ
れ

変わ
ら
ない
し、
農
民は
民
主
化
運
動に
冷た

ま
す。
その
点
を
考
え
る
と、
中
国
の
民
主

い
で
は
ない
か。
近
代
化
も
ま
だで
きてい
な
化、
とい
うよ
り、
よ
り
大き
な
中
国の
将
来

い
し、
そ
うい
うとと
ろで
は一
党独
裁体
制
の
新しい
国eつ
く
りに
は
必
ず
や
未
来
が
聞か

が
続くの
で
は
ない
か」
とい
う意
見
が
あ
り
れ
る
と
思い
ま
す。

ま
すが、
い
ま
や
状
況は
大
きく
変わ
りつ
つ

万
潤
南
ニつ
問
題
が
あ
り
ま
す。
一
つ
は
農

ある
と
思い
ま
す。
私は
東
欧
情
勢やソ
連の

民の
問
題で
すが、
先ほ
どの
よ
うな
考
え
が

変化
が
中
国に
与
え
る
インパ
ク
ト
は
非
常に

出て
く
るの
は
中
国の
農
民の
と
と
を
あ
ま
り

大きい
と
思
う。
そ
れに、
日
本をは
じめ
韓
理
解さ
れてい
ない
で、
ちょっ
と
低く
見て

国、
台
湾の
よ
うなアジ
ア
N
I
E
Sの
経
済
お
ら
れ
るの
で
は
ない
で
しょ
うか。
私の
考

的
活
力
が
中
固に
与え
る
影
響位、
特に
沿
海
えで
は、
中
国の
将
来の
改
革
を一
番
考え
て

’
地
区では
大き
訟もの
がある
し、
と
の
こつ
い
るの
は
農
民
階
層で
す。
こ
の
十
年の
改
革

眠醗醇除換
器開
跨定
一
札て
「
沢
民一
体制
f拡ヨ
4で、
農民
は
大き
な
利
益を
受
けて一、
農
村が

眠
障
慮
臨
隊
関
悩
隊
医
沼
崎
JI
1
ZI災や
取
材
げ．4
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宇
治

筆
記
紅
弘
前
五
彰
引
け
汁
汁け
汁
什－

ErE
J環め
に
来た
箪人
を
殴っ
た
とい
う
事
件
まで

事
件の
あの
犠
牲
が
あっ
て
世
界
を
驚か
せ
た

起き．てい
る。
さ
らに
農
業
生
産に
必
要な
肥

が
故に、
ル
ーマ
ニ
ア
以
外の
東
欧
諸
国で
は

料やフ
ラス
チッ
ク
な
どの
材
料の
値
段
が
ど
一
滴
も血
を流
さ
ずに
民
主
化が
大きく
進
ん

ん
ど
ん
上
が
り
農
民
が
困っ
てい
ま
す。
工
業
だ
と
思っ
てい
ま
す。
逆に、
東
欧の
民
主
化

の
方で
も、
物
価が
上
昇し
てh
るの
に、
賃
が
進
む
状
況の
中で、
も
う一
度、
中
国の
民

金は
逆に
下
が
り、
ボ
ー
ナス
は
停
止
さ
れ
て

主
化運
動が
起れ
ば、
万
潤
南さ
んの
言
う通

い
るの
で、
都
市の
労
働
者は
み
な
不
満
を
も

り、
そ
れ
を
も
う一
回
銃
怒で
強圧
す
るζ
と

っ
てい
ま
す。
彼
らは
「次の
民
主
化
運
動
が
は
困
難で
しょ
う。
あ
なた
方の
運
動の
成功

起っ
た
ら、
私
たち
は
そ
う
簡
単に
妥
協し
な
の
鍵
も
そと
に
ある
と
思
うの
で
すが。

斗ト
と
はっ
き
り
言っ
て
い
る。
で
す
か

ウア
ル
カ
イシ
中
嶋
さ
んの
天
安
門
事
件と

ら
私の
考
えで
は、
もし
次に明主
化
運
動
東
欧
情
勢の
関
連につ
い
て
の
お
考
えに
は
賛

凶
口
付
日
月一刀
働
者
五
分一
緒
成で
す。
そ
し
て、
中
国で
次に
起る
民
主
化

運
動
は、
もっ
と
大
規模
な
もの
に
な
り、
ゼ

も
うひ
とつ、
昨
年の
天
安
門
事
件で、
す
ネス
ト
に
入
るで
しょ
うか
ら、
中
国
政
府の

日
誌は
品
目印M
du阿
部一
訪
日はい
け
れ
れ
付 、
鎮圧の

反
対
とい
うと
と
も
あ
り
ま
す。
で
す
か
ら
私
中
崎
私は、
昨
年の
八
月
終わ
りに
民
主
中

た
ち
がζ
ζ
で
日
本政
府
や
西側
説府に
訴
え
国
陣
線の
主
席に
なっ
た
厳
家其
さ
ん
とパ
P

たい
の
は、
と
うい
う
時
期に、
もし
経
済
制
で
会い
ま
し
た。
その
と
き
に
「
専
制
の
終

裁
を
緩め
る
と、
結
果
と
し
て
は
中
国の
民
主

結・
人
権の
擁
護・
共和
国の
再
建・
連
邦
制の

化
運
動に
打
撃
を
与え
る
とい
うと
と
で
す。

創
造」
が
民主
中
国
陣
線のスロ
ーガ
ン
だ
と

彼は
私に
書い
て
く
れま
し
た。
私は
中
国人

の
あい
だに
初め
て
ζ
うい
う考
え
が
出て
き

たζ
と
を、
高く
評
価し
たの
で
す。

中国民主化の火は消えず

⑨
l中
華思
想か
らの
脱
却

中
崎

東
欧との
関
係につ
い
て、
ウ
アル
カ

大きく
変わ
り
ま
し
た。
そ
し
て
逆に
今、
一

番
打撃
を
受
けてい
るの
も
また
農
民で
す。

とい
うの
は
農
民
が
豊
かに
な
れ
たの
は
郷
鎮

企
業の
お
か
げ
なの
に、
今
度の
李
膿
政
権の

引
締め
政
策は
ま
ず
郷
鎮企
業に
深
刻
な
打
撃

を
与え
てい
る
か
らで
す。
つ
ま
り
郷
鎮企
業

に
対し
て
原
料、
エ
ネル
ギ
ー
を
提
供
し
ない

し、
市
場
も
制
限し
てい
ま
す。
と
れ
は
農
民

の
生
活に
大き
な
悪
影
響
を与
え
るの
で
す。

そ
れ
か
ら、
今、
多く
の
農
村か
ら
余っ
た

労働
力が
都
市に
流
れ
て
きて、
建
設
業に
た

ずさ
わっ
てい
る。
とζ
ろが、
都
市で
の
四

百
億
元に
もの
ぼ
る
建
設の
仕
事
が
引
締め
ら

れ
ると、
四
千
万
人の
農
民
が
仕
事
を
失
うこ

とに
な
り
ま
す。
す
る
と
彼
らは
多分
鉄道に

沿っ
て、
南は
広
州、
西
北は
ウル
ム
チ、
東

北は
東
北
各三
省に
まで
散っ
てい
く。
彼
ら

は
引
締め
政
策の
犠
牲
者で
あ
り、
天
安
門
事

件の
際、
広場で
軍
用
車やタン
ク
に
火
をつ

けたの
は、
大
部分は
都
市に
流
れ
て
きたと

の
よ
うな
農
民で
し
た。

三
番
目の
問
題は
すで
に
触
れ
ま
し
た
が、

政
府
が
農
村か
ら
食
糧
を
買い
付
けるの
に
お

金
を
払
わ
ない
で
手
形
決
済
をし
てい
るこ
と

で
す。
し
か
も
軍
隊
を
使っ
て
食
糧
を
徴
集
し

とい
うの
は、
単
な
る
民
主
化あ
るい
は
単

な
る
共
産
党
批
判
を超
え
て、
中
国の
将
来は

ど
うあるべ
きか
を
模
索し
て
と
そ、
あ
なた．

7の
運
動が
多くの
人
た
ちの
支
芹を
得
る
と

思
うか
らで
す。
ζ
のスロ
ーガ
ン
を
見た
と

きに、
孫
文
が
かつ
て
外
国で
亡
命し
なが
ら

運
動
を
し
た
と
きの
よ
うな
感じ
を受
け
ま
し

た。
と
のス
ロ
ー
ガ
ン
を、
民
主
中
国
陣
線

は
今
後も
掲
げてい
くの
で
すか。

ウア
ル
カ
イシ
表
現の
仕
方で
多
少ニ
ュ
ア

ンス
が
異
なっ
てい
ま
す。
そのスロ
ーガ
ン

は
十
六
文
字に
集
約さ
れ
てい
る
けれ
ど
も、

現
在で
は二
十四
文
字で
す。
つ
ま
り
もっ
と

具
体
的
で
もっ
と
合
理
的に、
科
学的に
なっ

てい
ま
す。

中
嶋
今
度の
民
主
化
運
動
を
通
じ
て、
初め

て
中
国人
が
ll
あ
なた
方が
ま
さに
そ
うい

うスロ
ー
ガ
ン
を
掲
げてい
るの
で
すが、
二

十四
文
字の
方は
「基
本的
人
権の
保
障、
社

会
的公
正の
擁
護、
民
営
経
済の
発展、
一
党

独
裁の
終
結」
と
よ
り具
体
的に
なっ
てい
ま

すね。
い
ま
まで
中
国の
人
た
ちは、
近
代
化

といっ
て
もど
うし
て
も
長h
歴
史と
伝
統が

あっ
て、
質民
族
中心
主
義とhH
うか、
中
華

思
想
とい
うもの
か
ら
脱
却で
き
な
かっ
た。
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国
際
共
産主
義運
動と
か
社
会
主
義
運
動で
も

も、
チベ
ッ
ト
同
様に
重
大問
題で
す。

そ
うで、
毛
沢
東も
郵
小
平
もそ
うなの
で
す

そ
うい
うこ
と
か
ら
する
と、
こ
れ
らの
聞

が、
やは
り
中
華
思
想
的
念
集
権
主
義の
特
色

題
も
考
えてい
か
な
け
れ
ばい
け
ない
し、
そ

を
非
常に
もっ
てい
る
わ
けで
す。

れ
か
らい
まの
台
湾の
人
た
ちの
立
場
も
十
分

と
の
中
国
的
念
特
色は、
あ
る
意
味で
中
国
考
慮し
て
中
国の
将
来
を
考
えてい
か
な
けれ

がひ
とつ
に
ま
と
ま
る
と
きに
大
切
なバ
ッ
ク

ば
な
ら
ない。
あ
るい
は、
モ
ンゴ
ル
の
人
た

ポ
lン
で
あっ
た
と
思い
ま
す
けど、
同
時に

ちの
問
題
もそ
うで
す。
そ
うい
うこ
と
を
あ

近
代
化
を
妨
げて
きた
最
大の
ガ
ン
な
の
で

な
た
方は
今
後、
運
動の
中に
是
非
念
頭に
入

す。
と
の
中
華
思
想
か
ら
脱
却
し
ない
限
り、

れ
ていっ
て
ほ
しい
と
思い
ま
す。
そ
うで
な

中
国の
民
主
化
も
近
代
化も
あ
り
得
ない
と
私
い
と、
い
わ
ゆ
る
漢民
族
中
心の
運
動に
なっ

は
思い
ま
す。

て
し
まっ
て
普
遍
性
を
もた
なく
な
る。

今
回、
は
じめ
て
そ
うい
う
壁
を
乗
り
越
え

その
場
合に、
ゃっ
ぽ
り
将
来は
連
邦
制の

よ
うと
する
動
き
が
出て
きた。
た
と
え
ば、

よ
うな
形
態
を
考
えてい
か
ない
限
り、
中
国

チベ
ッ
ト
問
題で
す
ね。
「チベ
ッ
ト
は、
当
の
近
代
化、
中
国の
発
展は
無
理
じゃ
な
い

然
漢民
族の
支
配
下に
置くべ
きだ」
とい
う

か。
一
党独
哉は
解
体し
た
け
れ
ど
も、
ひ
と

よ
うな
認
識が
あ
る
と
思
うん
で
す。
今
回の

つ
の
中央
集
権
的
なシス
テム
だ
けで、
し
か

「
民
主
化」
とい
う
問
題
を
突
き
進め
て
い
け

も
漢民
族
中
心の
中
議
思
想で
やっ
てい
く
と

ば、
チベ
ッ
ト
の
人
た
ちの
境
遇に
も
共
感
を
い
うの
で
は、
・本当
の
・中
国の
発
展は
ない
と

覚
え
る、
とい
う意
識が
出て
く
る。

私は
思い
ま
す。
ソ
連で
も
民
族
反乱
が
各
地

昨
年の
五
月
十
九
日、
中
国の
民
主
化デモ

に
起こ
りつ
つ
あっ
て、
ま
す
ま
すその
力が

の
陰に
あっ
て
あ
ま
り
報じ
ら
れ
な
かっ
た
け
強
く
なっ
てい
る
と
思い
ま
すが、
そ
うい
う

れ
ど、
ウル
ム
チで
大
変深
刻
な
民
族
反
乱
が

現
状に
照
らせ
ば、
中
国は
将
来、
緩
や
か
な

あ
り
ま
し
た
ね。
玄
さに
ウ
アル
カ
イシ
さ
ん

連
邦
制
を
と
り、
チベ
ッ
ト
に
も
完
全
自
治
を

はウ
イ
グル
族で
すが、
ゥ
イ
グル
族の
と
の

与
え
るべ
きで
あっ
て、
台
湾は
台
湾でい
ま

畠
野
骨
巴叫
品
取
伝
部
：－
勺
訴
え
ら
れ
パ
念
仰
げー
れ
ど
い一
の
ι
ま
で
い－
A
t
思
う
ん
で

す
ね。
あ
る
い

睡
眠
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臨
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醗
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主
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事
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ぽ倒
壊
益
事
寝中華思想
定ど一思い
ます1～一
三の江沢民体制で中国を支えていくζとは

・

三γ
中
嶋
さ
ん
の
考
え
方
に
は、
あ
る
程
度
賛
成
し

で
き
な
い
と
思
い
ま
す。
世
界
は、
ま
す
ま
す
変

‘
ま
す。
つ
ま
り、
各
地
方そ
れ
ぞ
れの
経
済的
わ
り
ま
す。
他
方、
中
国周
辺の
アジ
ア
は
ま

念
特
色に
よっ
て
経
済地
区
は
で
き
るの
で
す

す
ま
す
発
展
し
ま
す。
そ
うし
た
中で、
ス
タ

け
れ
ど
も、
そ
れ
が
違っ
た
国に
な
る
と
か
違
1
9ン
式の
社
会
主
義
体
制
を
中
国や北
朝
鮮

っ
た
経
済
体
制に
な
る
とい
うこ
と
に
はつ
な
が
固
守
し
よ
うと
し
て
も、
と
れ
は
ま
さに
時

が
ら
ない
と
思い
ま
す。

代の
流
れに
逆
ら
うζ
と
で
す。

将
来の
発
展の
目
標
は、
形
式の
上
で
恰
連

し
か
し
な
が
ら、
皆
さ
ん
方は、
残
念
な
が

邦
制で
す。
連
邦
制
とい
うの
は、
地
方の
自

ら
圏
外に
脱
出せ
ざ
る
を
得
な
かっ
た。
そ
う

治
権
を
強め
て、
中央の
集
権
を
弱め
るこ
と

し
た
厳
しい
状
況の
中で、
国
外の
運
動
と
国

で
す。

．
一
内の
抵
抗
運
動、
あ
るい
は
自
然
発生
的
ない

ウ
ア
ル
カ
イ
シ
い
ま、
世
界
中で
大
き
な
出

ろい
ろ
なレベ
ル
の
圏
内の
運
動と、
ど
うや

来
事
が
起ζ
りつ
つ
あ
り
ま
す。
その
ひ
とつ
っ
て
連
携し
てい
くの
か。
その
点は、
い
か

は、
一
九
九二
年にヨ
ーロ
ッパ
の
統
合が
で

が
で
す
か。

き
るζ
と
で
すo－
と
れ
は、
と
て
も
意
味
が
大
方
潤
南
私
た
ち
はい
ま
国
外に
い
ま
すが、

きい
と
と
で
す。
ヨ
ーロ
ッパ
で
は
何百
年
も

実
際い
ま
世
界は
情
報
社
会に
・なっ
てい
るの

お
互い
の
戦
争
を
戦っ
て
きた
けれ
ど
も、
結
で、
私た
ちの
運
動
は
何
ら
かのル
1
ト
で
国

局は
妥
協し
あっ
て、
み
ん
なひ
ょっ
の
固に

内に
伝わ
り
ま
す。
一
つ
は
民
主
中
国
陣
線

な
ろ
うと
し
てい
ま
す。
た
だ、
私た
ち
中
国
で、
あと
はV
O
A
やイ
ギ
9ス
の
B
B
C
放

の
場
合は、
こ
うい
うζ
と
を
言
うチャ
ン
ス

送、
その
ほ
かに
は
香
港や
台
湾の
中
国
語
新

も
権
利
もい
ま
は
ない
ん
で
す。
中
国人に
と－
聞に
よっ
て
も
伝え
ら
れ
てい
ま
す。

っ
て、
い
まの
段
階で
重
要
なζ
と
は、
ま
ず

中
嶋
チベ
ッ
ト
の
ダ
ラ
イ・
ラマ
十四
世
が、

こ
うい
うと
と
を
言
え
る
よ
うな
雰
囲
気、
社
ノ
ーベ
ル
平
和
賞
を
受
けたζ
と
に、
中
国当

会
体
制
をつ
く
ると
と
で
す。

局は
大
変反
発し
ま
し
た。
し
か
し、
日
本人

中
嶋
私は、
二
十一
世
紀
まで
とて
もい
ま
に
は
か
な
り
共
感
を
もっ
た
人
た
ち
が
多
かっ

中国民主化の火は消えず五
、亀
岡 一. , 

；iji
－－7・

は、
香
港は
広
東
語
経
済
固と
し
て
広
州、
深

訓
をひ
とつ
に
ま
とめ
る
と
か、
福
建
省
も
台

湾と一
緒に
福
建
語の
経
済
圏
を
つ
く
る
と

か、
東
北に
は
ひ
とつ
の
経
済
共同
体
をつ
く

っ
て
ゆ
く。
そ
うい
う
広域の
連
邦地
域
がお

互い
に
経
済
発
展と
民
主
化で
競
争し
あ
うよ

う
な
活
力が
出て
く
れ
ば
中
国に
も
希
望が
あ

る
と
思い
ま
す。
今
後の
中
国
改
造
論に
際
し

て、
と
くにい
まの
中
華
思
想的
な
中
国
か
ら

い
かに
脱
却
し
てい
く
か
を
考
え
るべ
き
だ
と

い
う点につ
い
て
は、
ど
うで
しょ
うか。

⑨
｜「
国
家」
とい
ろ
概
念の
解
体

ウア
ル
カ
イ
シ
中
国で
の
大き
な
問題
は、

漢民
族で
あれ、
チベ
ッ
ト
族で
あれ、
ゥ
ィ

グル
族
等の
少
数民
族で
あれ、
何
か
要
求
し

よ
うと
思
うと、
すぐ
「
黙れ
！」
と
口
を
封

じ
ら
れ
る一
党独
裁の
境
遇の
中で
は
何
も
言

え
ない
とい
うこ
と
で
す。

こ
うい
う
状
況
が
起こっ
たの
は、
漢民
族

中
心
主
義と
中
華
思
想
が
原
因で
あ
り、
も
う

ひ
とつ
は
ナショ
ナ
pズム、
国
家
を
全
体化

し
て
守
ろ
うと
し
てい
るこ
と
で
す。

方
潤
南
ウ
アル
カ
イシ
さ
んの
補
足で
す
け

れ
ど
も、
主
な
原
因は、
漢民
族
中
心の
思
想

たと思います。
民主中国陣線にはチベッ．

ト
亡
命政
府の
人
た
ち
も一
緒に
運
動に
加わ

っ
てい
る
そ
うで
すが、
こ
の
問
題
は
ど
う、お

考
えで
す
か。

戸

方
潤
南
パ
リで
は、
ゥ
アル
カイシ
君
もダ

ラ
イ・
ラマ
さ
ん
と
会い
ま
し
た。
ま
た
最

近、
厳
家其
さ
ん
もダ
ラ
イ・
ラマ
さ
ん
と
会

っ
てい
ま
す。
い
ま・お
互い
に
基
本的
人
権
と

民
主
化
を
求め
よ
うと
し
てい
るこ
と
で
は
ま

っ
た
く一
致
し
てい
ま
す。
基
本的
人
権
が
な

けれ
ば
政
治の
民
主
化はで
き
ない。

た
だ、
将
来
も
し
民
主
化が
実
現し
た
ら
ど

うな
る
か
とい
え
ば、
まっ
た
く
民
主・
平

等・
自
由の
前
提の
下で、
そ
れ
ぞ
れの
民
族

の一
人一
人の
自由、
一
人一
人の
選
択に
任

せ
て
決め
るべ
きで
す。
け
れ
ど
も、
い
まの

段
階で
は
こ
うい
うこ
と
を
言
うの
は
ま
だ
時

期
尚
早で
す。
とい
うの
は、
政
治の
民
主
化

が
実
現さ
れ
な
けれ
ば、
民
放の
問
題
もぜ
ん

ぜ
ん
考
え
るζ
と
が
で
き
ない
か
らで
す。

ウア
ル
カ
イ
シ
ダ
ラ
イ・
ラマ
さ
ん
と
会っ

て、
強
く
印
象
を
受
けたの
は、
何
十
年
間
ず

っ
と
平和
と
非
暴
力
を
貫き、
理
性とい
う
方

法で
戦っ
て、
自
分の
民
族に
対
する
誇
りと

自
尊
を
もっ
てい
るこ
と
で
す。
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い
まの
チベ
ッ
ト
問
題は
少
数民
族の
問
題
は、
一
日
も
早く
なく
な
ら
念
け
れ
ばい
け
な一

で
すが、
ご
つ
の
と
と
が
あ
る
と
思い
ま
す。

い
と
思い
ま
す。
ゥ
アル
カ
イ
シ
さ
ん
は
ウ
イ

一
つ
は、
極
端に
独
立
を
主
張
すると
と、
ど
グル
族で
すが、
新
彊
ウ
イ
グル
自
治
区に
も

うじ
て
も
自
分
た
ち
が
漢民
族
と一
一線を
引い

あて
は
ま
るの
で
は
ない
で
しょ
うか。

eて
や
ろ
うとい
う地
方
的
な
ナ
シ
？ナ
9ズム

ウ
アル
カ
イ
シ
私
が
大
変
悩ん
で
い
る
の

は、
あ
ま
り
賛
成で
き
ない。
か
といっ
て、

除、
ど
うし
て
み
ん
な
必
ず「独
立
し
念
け
れ

逆に
港し
漢民
族の
側
か
ら
ど
うし
て
も－
つ

ぼ
な
ら
ない」
と
言
うの
か。
あ
る
い
は、

の
固に
入
ら
ない
と
だめ
だ
と、
大き
な
テシ
『
絶
対
独
立
し
て
はい
け
ない」
と、
問
題
を

留
ナ
pズ
ム
を
もっ
て
小
さ
なナ
ショ
ナ
リズ

極
端に
み
念
けれ
ば
な
ら
ない
の
か、
とい
う

ム
を
抑
え
よ
うと
するの
も
賛
成で
き
ない。

点で
す。
つ
ま
り、
い
ろい
ろ
な人
間の
社
会

‘
ダ
ラ
イ・
ラ吃
さ
ん
は
そ
れ
ほ
ど
極
端に
独

を見る
と
きに、
『
国
家」
とい
う
概
念
を
と
り

立
とい
うと
と
を
強
調
し
てい
ませ
ん。
チペ

は
ずせ
ばい
い
ん
じゃ
ない
か
と
思い
ま
す。

ッ
ト
ほ
強
立の
地
域
と
し
て
は
存
在
すべ
きで

「
絶対
独
立
し
て
はい
け
ない」
とい
う
考
え

す
け
れ
ど
も、
独
立
国
家に
な
るべ
き
だ
と
ま

方の
裏に
は
「お
ま
えは
私に
属
すもの
だ」

で
言っ
てい
ませ
ん。
独
立
地
域
と
し
て、
ま
とい
う
支
配
的
な
考
え
が
あ
り
ま
す。
そ
れ

ず
自
分
た
ち
念
りの
権
力
や
習
慣は
守
るべ
き
は、
と
て
も
反
動
的
な
考
え
方で
す。
一
方、

で
す。
漢民
族
と
は
お
互い
に
兄
弟の
関
係で
「
ど
うし
て
も独
立
し
な
けれ
ば
な
ら
な
い」

い
くべ
きだ
とい
う
考
え
方だ
と
思い
ま
す。

とい
う
考
え
方
もよ
く
ない。
ζ
れ
は、
い
ま

中
崎
ソ
連で
もバ
ル
ト
三
固
なん
か
は、
フ
の
世
界の
「
連ム巴
とい
う
成
り
行
きに
反
し

イ
ン
ラ
ン
ドの
よ
うな
形で
生
ま
れ
変っ
てい

てい
る
もの
で
す。

〈
可
能
性が
あ
る。
L
か
し
な
が
ら
必
ず
し
も

私た
ち人
聞に
とっ
てい
ま
忘れ
るべ
きも

ソ
連
と
対
立
すると
と
は
ない
とい
う形に
な
の
は、
「独
立」
とい
う
言
葉で
す。
そ
の
と

っ
てい
く
可
能
性
が
あ
り
ま
すが、
要
するに

と
自体
を一
応
忘れ
て、
もっ
と
人
聞が、
ま

‘

品泊Zγ

連軍強E準拠す

る嘘店長ゆ地方の
人
た
ちに
それなり可権
力
を

与
えて、
その
平等
な
状
況の
下で、
共
同で

自由に
自
分の
故
郷
を
建
設し
てい
く
とい
う

雰
囲
気
をつ
く
ればい
い
の
で
す。－

中
嶋
ウ
アル
カ
イシ
さ
ん
は
ま
だお
若い
の

に、
ナショ
ナ
9ズム
とい
うもの
の
基
本的

に
重
要
な
原
点
をお
さ
えてい
る
点で、
大
変

感銘
を
受
け
ま
し
た。
ダラ
イ・
ラマ
に
し
て

も
緩
や
か
な
連
邦
制、
そ
れ
か
ら
方
法は
あく

まで
も
非
暴
力とい
うと
こ
ろに
大き
な
意
味

が
あ
る
と
思
うんで
す。
で
きれ
ば、
そ
うい

う
方
向を
貫い
て
ほ
しい
と
思い
ま
す。

ウ
ア
ル
カ
イ
シ
・お
互い
に
感
情に
走っ
た
ら

い
け
ない
と
思い
ま
す。
その
問
題は、
すご

く
デ
9
ケ
1
ト
念
問
題で
す。
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⑨
l共
産
党
独
韓
政
治の
孤
立
化へ

中
嶋
も
うひ
とつ
重
要な
問
題
を
論じ
たい

と
思い
ま
すが、
そ
れ
は
台
湾の
問
題で
す。

最
近の
台
湾は
非
常に
大きく
変わっ
てい
る

と
と
を、
ぜ
ひ
認
識
し
て
ほ
Lい
と
思い
ま
す。一

かつ
て
は、
台
湾とい
うと
蒋
介石
独
裁と

か、
反
動
と
か、
反
共と
か、
そ
うい
うふ
う

に
と
ら
え
ら
れ
てい
ま
し
た
が、，
台
湾は
蒋
介

石独裁体制から蒋経国権威主義休制を経ムpve

官油気WU思
登輝
配制凶咋融

引

UW
ζ
逗せ
る
た
め
に式
よ
け
いヘに
武
力
行
使
を
す
えウ
ア
ル
カ
イ
bF4
私の
見て
い
芝陣
りで
は主d

’Jぺい
政
治
発
展を
遂
げてい
ま
す＠へ
その
台
湾にぷ “
る
可能
性が
あ
り
ま
す。
つ
ま
り「
台
湾が
祖

大
多
数の
人
た
ち
が
相
変わ
ら
ず
民
主
化
運
動

べ‘
とっ，て
大
き念
問
題
位、
十
二
月
初
旬の
地
方
国
を
分
裂
させ
よ
うと
し
てい
る、
民
族
を
分
を
支
持
し
てい
ま
す。
一
部の
人
た
ち
が
何
を

選
挙に
も
見
ら
れ
た
よ
うに、
政
治
的
多
元主

裂
させ
よ
うと
し
てい
る」
とい
う口
実で
武

考
え
るの
か、
そ
れ
は
そ
れ
らの
人
た
ちの
自

義が
実
現し
てい
ると
とで
す。

力
行使
す
る。
とい
うの
は、
ζ
うい
う口
実

由で
あ
り何
と
も
言
え
ませ
ん
が、
世
界各
地

台
湾はい
ま、
外
貨
準
備
高も
世
界
第二
位
は、
中
国
大
陸で
は
ま
だ
相
当
の
支
持
を
受
け
で
中
国
民
主
化運
動が
絶対
多
数の
民
衆か
ら

と
非
常に
大
きく、
大
変豊
かに
なっ
て
きて

ら
れ
るの
で
す。

支
持
を
得てい
る
とい
うζ
と
は、
私た
ちに

い
ま
す。
従
来の
台
湾に
対
する
イ
メ
ージ
仕
〆・
た
と
え
ば、
今
度の
台
湾の
選
挙で
も、
候
とっ
て
は
心
強い
ζ
とで
す。

根
本的に
改め
る
必
要が
あ
り
ま
す。
中
国の

補
者の
「
台
湾
独
立」
の
言
論
に
対
し
て、

正
直にいっ
て、
私
た
ち
は
圏
外にい
る
た

民
主
化の
ため
に
も、
中
国
経
済の
発
展の
た
『人
民
日
報』
で
は
七
回も
批
判の
文
章
を
載
め
に、
で
き
ると
と
は
限
ら
れ
てい
ま
す。
私

め
に
も、
もっ
と
広い
意
味で
台
湾との
い
ろ
せ
ま
し
た。
で
すか
ら、
台
湾の
人に
とっ
て

た
ち
が
中南
海に
潜っ
て
老
人
達
を
殺
すと
と

い
ろ
な
形の
連
携が
必
要だ
と
思い
ま
す。

重
要
なこ
と
は、
い
ま
は
もっ
と
大陸で
の
民

はで
き
ない
し、
実
際に
軍
備
も
もっ
てい
な

万
潤
南
中
嶋
さん
の
おっ
し
ゃっ
た
と
と

主
化
運
動
を
支
持
し
て
く
だ
さ
ると
とで
す。

い
の
で、
そ
うい
うこ
と
は
あ
り
得
ませ
ん。

位、
大
部
分
賛
成で
き
ま
すが、
問
題は、
大

大
陸で
共
産
党の
独
設が
なく
な
り
民
主
化
が

た
だ、
民
主
中
国
陣
線が
存
在
してい
る乙
と

陸に
おい
て、
中
国
共
産
党の一
党独
設が
あ
実
現し
た
ら、
その
上で
ま
た
統一
も
考
え
ら

自
体が
中
国
共
産
党に
対
し
て
はひ
とつ
の
威

ると
とで
あ
り、
共
産
党はい
ま
だに
「
武
力

れ
る
と
思い
ま
す。

圧
なの
で
す。
外で
世
界人
民に
支
持
し
て
も

解
放」
の
放
棄を
明
言
して
い
ま
せ
ん。
台

中
崎
最
後に一
言
尉・し
あ
げた
い
の
で
す
ら
うこ
と
と、
中
国の
独
哉
政
治に
対
する
批

湾の
「
国
際
化」
が
も
し
明ら
か忙
叫ば
れ
る
が、
厳
しい
状
況の
なかで
運
動
を
持
続
する

判、
非
難
を
続
け、
独
裁
者を
孤
立
させ
るこ

比
＼と、
武
力
を
行
使
する
と
言っ
ていV
ま
す。
共
ζ
と
は、
大
変に
し
ん
どい
こ
とで
あ
り、
権

と
が、
い
まの
私た
ちの
民
主
化
運
動に
とっ

北
産
党の
性
格
か
ら
する
と、
ζ
れ
は
言
葉だ
け
力
者や
勝
者に
迎
合
する
者
も
出
て
く
る
半

て
の
当面の
仕
事で
あ
り、
その
こ
と
が
次の

切
で
は
な
くて1
・本当
に
や
る
か
も
し
れ
ま
せ
・
面、
運
動
者の
内
部に
も
自己
解
体の
兆
候
が

圏
内の
運
動
を
盛
り上
げ
る
ため
の
準
備に
な

、

駐
ん。
特に
現
在の
状
況の
下で、
経
済がダ
ウ
つ
ねに
あ
る
わ
けで、
あ
る
程
度9
ラッ
ク
ス

る
と
思い
ま
す。

帽
シ
し
て、
国
民の
不
服
がつ
の
る
とい
う状
況

し
て
やっ
てい
か
ない
と
永
続
きは
し
ない
で

中
嶋
あ
りが
と
うご
ざい
ま
し
た。
ど
うか

下で
は、
共
産
党が
み
ん
なの
視
野を
外に
向
しよ
う。

頑
張っ
て
ほ
しい
と
思い
ま
す。
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